第１学年　道徳学習指導案 

	日　時：
	平成24年9月11日（火）　

	学　級：
	1年A・B組

	授業者：
	A組：岸本　知直、B組：中本　 大


1.主題名:先人の努力を継承する　(4－(8))　郷土愛、先人への尊敬・感謝、郷土の発展
２．ねらい：郷土を守り発展させてきた先人の努力や苦悩を知り、自分も郷土の発展にかかわっていこうとする心情を養う。
３．資料名：「津波から村を守る」(きみがいちばんひかるとき(光村図書))（p.100～105）
４．学習指導過程
　　※事前にp.104～105を読ませておく。
	
	学習活動
	主な発問・予想される生徒の反応
	指導上の留意点

	導入
	大月町の歴史や伝統について考える。

	①大月町には、どのような歴史があるでしょうか。昔から受け継がれていることや新しくできたものにはどんなものがあるでしょう。(10分)
　・昭和32年に大内村と月灘村が合併し大月町になる。

【観光】大堂海岸(猿)、柏島、樫西海岸、足摺･宇和国立公園

【産業】はまちの養殖、ぶり大敷網、酪農、さんご、たばこ

【特産物】ひがしやま、ギョロッケ、バンカンジュース、
キビナゴケンピ、いちごおり
【伝統文化・行事】竜ヶ迫獅子舞、太刀踊り、水あびせ、
大月赤太鼓、月山神社の絵馬

【施設】ふれあいパーク、エコロジーキャンプ場
	【一斉・発表】

・猿や碑の写真を見せイメージを持たせる。

・地域の中で昔から脈々と受け継がれていることや、新しくできたものがあることを確認する。
（板書で、書き分ける）

・全て出させる必要はないが、ある程度の数は出させたい。

（終末につながる。）

	展開
	資料を読み、儀兵衛がどのようなことを行った人物かをしる。


	○資料を読む（9分）
②儀兵衛が生まれたころの広村が、かつてのにぎわいを失ったのはどうしてでしょうか。（4分）
　・村人がたくさんなくなった。

　・家や田畑、船、港など生活を支えるものが流された。
	【一斉・発表】

・確認程度

　海路の要所

　二度の大地震

	
	
	③1854年の地震のあと、村を捨てて行かざるをえない人々はどんな気持ちだったでしょう。(4分)
　・生まれ育ったところを離れたくない。

・故郷を捨てるのは悲しい。　・家族を失うのはつらい。

　・こんな危険な所には住みたくない。・生きる喜びを失った。

　・また、同じ目に遭うのでは。(不安)

　
	【一斉・発表】

	
	
	④儀兵衛は、どのような思いで堤防を築こうと決意したのでしょう。【中心発問】(8分)
　・みんなが安心して暮らせる故郷にしたい。

　・にぎやかな故郷になって欲しい。

・充実した毎日を送ってほしい。

　・生きる喜びを感じてほしい。

・もう津波で苦しませたくない。　

・村を捨てた人が戻ってほしい。・故郷の火を消したくない。
・故郷を捨てる悲しさをもう味わってほしくない。
	【一斉・発表】

・儀兵衛の、故郷への思いを押さえておく。

（終末につなげる）

	終末
	大月町の伝統を引き継ぐためにどうしたらよいか考える。
	⑤なぜ大月町の人たちは伝統を受け継いだり、新しいものを作り出したりしているのでしょう。（7分）

　・大月のよさを残し、伝えたい。

　・伝統の始まりや経緯を大切にしたい。

　・そこのこめられた願いを大切にしたい。

　・地域への愛情。・おいしいものを食べてもらいたい。
　・住んでいる人たちの幸せを願う気持ち。

　・大月を発展させたい。　・経済的に潤うように。

　・人口を増やしたい。　・有名になりたい。

　【補助発問】これらに共通する思いは？
	【一斉・発表】

・自分たちの故郷を支えてきた人たちに目を向けさせる。

・太鼓を教えてくれる冨岡さんたちの思いもふれる。

・大月町が好きだからこそ発展させたいという気持ちがあることに気づかせたい。

	
	
	⑥授業の感想を書く。（8分）
	【個人・ワークシート】→【一斉・発表】


５．準備物：大堂の猿や田中宏翁の碑の写真、資料、ワークシート
６．板書計画





７．今後の改善点

　◎　津波のことと郷土愛のことを上手くつなげることが難しい。大月の事は持ってこず、浜口梧陵の生き方に重点化する方がよい。
　◎　浜口梧陵について扱うなら、勤労奉仕などで扱うとよいと思われる。






　　　　津波から村を守る　


　　　　　　　　　―浜口　梧陵―


村を出て行く人々


　　・おりたいけど・・・、仕方なく


　　・さみしい　　・悲しい


　　・家族のためには・・・　　・不安


儀兵衛の決意


　　・何とかしなければ


　　・村を何とか守らなければ


　　・みんなが安心して暮らしたい





大月の人々たちは・・・


・大月の人々に楽しんでもらいたい


・大月のものを食べてほしい


・大月を有名にしたい


・大月の伝統をつくりたい








　　　　大月町が好き





大月の発展














新しいもの


いちごおり


ギョロッケ


大月小・中











大月町








昔から


太刀踊り


ひがしやま


ところてん


大月赤太鼓








